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エネルギー 4 音の伝わり方 ＿＿＿ 月 ＿＿＿ 日

まとめ 音源と音の伝わり方

音を出している物体を音源(発音体)という。音源は小きざみに振動しており、この振動が周りの空気を次々に振動

させて伝わっていく。

音は空気のような気体だけでなく、水などの液体、金属などの固体の中も伝わる。空気のない真空中では、音は伝

わらない。

● おんさを鳴らして水面に触れさせると水しぶきが上がることや、糸電話で声が伝わることから、音は物体の振動として伝わること

が確かめられる。

● 音を出しているおんさに手でふれて振動を止めると、音もすぐに消える。これも音が振動によって出ていることを示している。

まとめ 音の速さ

音が空気中を伝わる速さは、気温 15℃ のとき約 340 m/s である。光の速さに比べるとはるかにおそいため、

遠くの現象ほど、音は光より遅れて届く。

音の速さ〔m/s〕＝ 
音が伝わる距離〔m〕

かかった時間〔s〕

● 花火が見えてから音が聞こえるまでに時間差があるのは、光の速さが音の速さよりずっと速いためである。

まとめ 音の速さの比較

● 音の伝わる速さは、空気中より水中、水中より固体中のほうが速い。固体・液体・気体の

どれも音を伝えるが、速さは物質によって異なる。

● 気温が高くなるほど、空気中を音が伝わる速さは少し速くなる。

物質 音の速さ〔m/s〕

空気(15℃) 340

水 1500

鉄 5950

例題 音の速さの計算

● 距離 ＝ 速さ × 時間、時間 ＝ 距離 ÷ 速さ 。単位(m と s)をそろえてから計算する。

● 光は一瞬で届くとみなせるほど速いので、光が見えてから音が聞こえるまでの時間が、そのまま音が伝わるのにかかった時間にな

る。

(1) 340 m 離れた場所で音を出してから 1 秒後に届

いた。音の速さは何 m/s か。

340 ÷ 1 ＝ 340 m/s

(2) 音の速さを 340 m/s とすると、680 m 離れた

場所まで音が届くのにかかる時間は何秒か。

680 ÷ 340 ＝ 2 秒

(3) 稲光(光)が見えてから 3 秒後にかみなりの音が

聞こえた。音の速さを 340 m/s とすると、かみなり

までの距離は何 m か。

340 × 3 ＝ 1020 m
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